
令和９年度以降に実施する専攻科入学者選抜検査（学力 

検査による選抜）の実施方法の一部変更について 

 

令和８年７月 

 

令和９年度以降に実施する専攻科入学者選抜検査（学力検査による選抜）＊の実施方法について、下

記のとおり口頭試問を取りやめ、学力検査（筆記試験・専門科目のみ）による評価に変更いたします。 

 ＊令和１０年度専攻科入学者選抜検査から適用されます。 

 

記 

 

 変更前  

・入学者の選抜は、内申点（学業成績係数（GPA））、ＴＯＥＩＣスコア、面接評価点、口頭試問 

評価点、それらの合計点及び出願書類の内容を各専攻別に総合して判定する。 

専攻名 検査科目等 配点(合計 300点) 

全専攻共通 

① 成績証明書（別途計算式による評価方法） 120点満点 

② ＴＯＥＩＣスコア（別途計算式による評価方法） 60点満点 

③ 面接（専門科目に関する口頭試問を含む） 

・1 人 40 分程度 

口頭試問：90点満点 

面接評価：30点満点 

 

 

 

 変更後  

【令和９年度以降（令和 10 年度専攻科入学者選抜検査から）】 

・入学者の選抜は、内申点（学業成績係数（GPA））、ＴＯＥＩＣスコア、面接評価点、学力検査（専

門科目）、それらの合計点及び出願書類の内容を各専攻別に総合して判定する。 

専攻名 検査科目等 配点(合計 300点) 

全専攻共通 

① 成績証明書（別途計算式による評価方法） 120点満点 

② ＴＯＥＩＣスコア（別途計算式による評価方法） 60点満点 

③ 学力検査（専門科目） ・検査時間：50分 90点満点 

④ 面接 面接評価：30点満点 

  ※学力検査（専門科目）の出題分野は、口頭試問と同一です。（出題分野の変更はありません） 

   ・生産システム工学専攻：機械工学基礎、電気電子工学基礎、情報工学基礎から１科目を出願時に選択 

・物質工学専攻：基礎化学 

・建築学専攻：建築計画、建築構造、建築環境 

 

※その他詳細については、募集要項でご確認ください。 


